
ま つ もとてん

まつもとでんき てつどう 松本電気鉄道 めに設けられているもので， その構造および窓を設ける湯所に

l 事業者の概要 よって 1 段窓 2 段窓 3 段窓， 下降式窓， 上昇式窓， 戸袋窓

名称 松木電気鉄道株式会社， 本社 長野県松本市大字筑摩， などがある。

資本金 9，600 万円 ， おもな事業地方鉄道 ・ 軌道業のほか一般 木製革および地力鉄道の電車の一部には下降式ガラス戸の怨

架合旅客自動車運送事 l ゑ\、 ¥ JO.-&町 品口| がfl"jl，、られているが， 大部分の銅製事では車体強度上からと ，

業路線 796 km ， 一蹴 11 ~ ¥ (制 下降式にすると， "聾羽目に雨水が入り羽目板摘しょ くさせる
切旅客自動車迩送事業| 吋 キ Ä\保 j 引 おそれがあるため， 上昇式ガラス戸の窓を採用している。
および旅館業。鉄 ・ 軌 I .. jや~'f ~~ '~I 客平の窓は l 枚のガラス戸を備えた ， 1 段窓が採用されてい
泊従業員同 人， 保有| 長門品 V も| るが， 也耶および気動車では窓の高さを大きくするため， 上部
車両電車}J答:1P_ 13，若手 I ¥ If リ ガラス戸を固定し， 下部ガラス戸を上昇させる構造の 2 段窓が

司王 1 ， 貨車 15 問。 1 駄 に/否| 多く採用されている。なお 2 段窓のうちでも上部の通風をはか
~ 止見 ß ,- 主|

沿1草広 大正 8 . 7 松本 | 白 ι 司 ;シ一九../ "- 伺| るために， とくに上制部lのガラス戸を上男てで￡きるもの，あるいは

1紗!行同跡'i tJ砂川カか、巾ら峨東筑僻勝附附郡糊波回村 巳ム、/守 ムl 下降附できね陥の叫もの叫も あ抗る 。JまたUと く代に叫1
3 字前洲に歪る鉄道敷設| 同本電気鉄道株式会社線 \刈J 電車などには，上中下の 3 段のガラス戸を設けた， lい、もわゆる引

を青計|匝図mし， 大正 9 . 3 資本 l 段2主宏採用したものもある。 こ の窓はそれぞれのガラス戸を他l

金 100 万円の筑燦鉄道株式会社として発足した。その後大正 13 々に l矧|却することができ ， 腰掛けている乗客にも， 立っている

年松本市 ・ 浅間混泉聞に軌道を敷設， 昭和 7 ・ 11 現在の社名に変 来客にも通風をはかるこ と ができる特長を有 してい る。 上部下

吏した。 降式窓は 2 段窓の l 極てか， 上部のガラス戸を下降できる構造の

2 地方鉄道総長野県下の篠ノ 1t線松本駅に連絡し，松本 もので， 地下鉄などのように窓から頭や手を出すことが危険な

から品々までの延長 15.7 km の旅客および貨物量li輸の鉄道で単 ]11に係則されている。

線， ifi/Jカは電気，軌I筒は1.067 m で， 大正 8 ・ 12 ・ 5 免許を受け， 窓の附造は窓、ガラス戸のほかに， 日よけのため巻上け'カ ーテ

向 10 ・ 10 ・ 2 松本 ・ 新村間を巡輪開始，同 11 ・ 9 ・ 26 島々まで延長 ンある L 、はよろい戸を設け，と くに答率では外からのほこ り ，

全線開通した。 シソダなどの入るのを防ぐため， 網戸を備えたものもある。ま

3 軌道線松本駅に連絡し，松本から淡問視泉まで延長 たとくに空気制手fI装位を笑施している 111や怨冷地の111では， :さ

5.3 km の旅客五li輸の軌道で単線， ifi/J力はf低気， 軌聞は 1.067 m ， からの熱の侵入あるいは放散を紡ぐため 2 重のガラス戸を佼

大正 11 . 3 ・ 9 特許を受け同 13 ・ 4 ・ 19 五li輸開始した。 用している。

4 治総の観光地松本城(国室)，中部山帰国立公闘(松木 ガラス戸には忽戸晶ëを取付け， 柱に取付けてある恕戸止棒に

以) . 浅間百:;;t~k. (浅間瓶泉駅)。 設けたみぞで止める桃造としてある。カーテ γを取付けた窓で、

5 運輸概況 は:袋戸止絡にならべて適当な切欠きを設けたみぞ島を取付け，

(1) 地方鉄道線 これをカー テンの償俸の案内とするとともにカ ー テ ンを止める

FTLd 昭和 28 29 30 

旅客愉送人員(千人) 2,095 2.177 

人 キ ロ(千) 16,037 16,293 16,801 

貨物輸送ト γ 数(千 t) 32 28 36 

ト Y キ ロ(千) 312 288 367 

旅客収入(千円) 36.537 37,971 38.865 

貨物収入(，，) 3.635 3,342 4,027 

五li 輸雑収(，，) 605 498 490 

収入 合 計(，，) 40,777 41.811 43.382 

蛍 業 'i1J. (,,) 39,859 40,885 42,440 

伯楽利益 (，，) 918 926 942 

笛業係 数(出 ) 97 98 94 

(2) 軌道線

γτ之と1I!l事I 28 29 30 

2,570 2,731 2,881 

人キロ(千) 9,769 10,105 10,502 

旅客収入(千円) 23,556 24,760 25,635 

Jill愉雑収(，，) 319 327 284 

収入合計い) 23,874 25,088 25,919 

首 1¥': 型~ (什 22,04 1 23,398 24.460 

也君臨 利義(，，) 1,833 1.690 1.459 

首業係数(%) 92 93 91 

(志村幹雄)

まど 窓 (客車 ・ 電車および気動車) (英) window (独) Fens 

te r 客"lï ・ '1[111および気動車の窓は室内の採光 ・ 換気などのた

構造としてある。

脈の広 L 、(主 として 1 m 以上)窓、ではガラ ス戸の重iE;が重くな

るため，窓上部の柱内に窓戸つりよげばねを取付け， この'l&力

を利用してガラス戸の開閉を容易に行えるようにしてい る(図 ，

次ベ - ÿ). (林正治)

まめさいせきしき乙み 豆砕石敷込み 軌道高低整正(むら

直し)，軌道こう上におし、て， ピ -!J ， !J イタンパなどで砂利を枕

木下につき込むかわりに，精選された豆砕石 (径 5-15 mm ) を

こうヒ誌に応じて計

算し， これを特殊γ

ョベノレで枕木下に数

き込む方法で， 一名

ショベルパッ キ ング

とも L、う。こ オ1には，

枕木聞の砂利をかき

出し ， 枕木の RIlH窃方

から 9.泣き込む方法 と，

枕木端の砂罪1)をかき
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出し，枕木小 口 方か 1 横 Y ョ ベんによる敷込

ら敷き込む方法 と の 2 つがある。これらはショ ベノレの形式が異

なり. ïlî]者に使用するものを横シ ョベノレ . 1走者に使用するもの

を縦 γ ョベノレ という ことから，前者の方法を徽 ショベノレに よる

敷込み ， 1:走者を tiìt ショベノレによる敷込みといわれてし 、る 。 っき

医|め法にくらべて労力が軽減されるので， 一時非常に惟奨され

た。

作業方法として， 検ショベノレによるものにH百和 18 ・ 10 L豆砕




